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 科墨按備の目麗しい磯展にともなつて,窯 業製品の品質,性 能についても飛躍的な進歩がなし

とげられてV・ることは君 をまたなV・.物 理化纂的な基礎研究に立脚した新製晶,製 造方法の新工

夫による改良品,あ るいわ異種物質の組合せにより,軍 位材料のみでは獲揮し得なかつナこ特性 を

示す複合製晶などがつぎつ蓉と現われて〉・る.

 ガ  ラ  ス

 工業的に製造 されてv・る普通のガラスは,ソ ーダ ・石灰 ・蛙酸系のガラスであり,そ の成分範

國は比較的独 く,す なわち珪酸65～79%,石 灰2～20%,肇 りが ソーダとv・う範購に限られてい

る.そ の理由としては,こ の組成範國にある庵のは,熔 融および威形の際にそのガラスの粘度が

適當であ り,失 透 もせす,爾 弼く性 もあ り,か つ充分餐用性のあるものであるからである.最 近ア

メリカでは,石 灰を増加し,ソ ーダを減少す る傾向にあ り,ソ ーダの減少による難熔融性をむ菅

な うためには,少 量の磯酸,弗 化カルシウムなどを添加してV、るD,

 第1表 に各種のガラスの組成の例 を示す2)3).

             第 三表 ガ ラ ス の 組 成(%)

∴ 漕 板…!・ 一 パ・・ツク・}議ラ紳 … 一 ・ウ・難 聯 轟リ又デ角

 SiO2    72.1   72、1    80,5    54.0    67.4    72.2   52.4   7L7    64.7

 $3n3     -     -     iX.B    10.6     -      5。9    -     -     11.O

 A12(,3   1.1   1.8    2.0   14.0    1.7    -    1.0   1.0    4.4

 Fe203   0.2   0.2 (As2030.7)  一  (Z訟03,9)  ～    一    一  (ZnO 1.ユ)

 CaO   I 10.2 1  5.6 1   0.3   1 17.5 .1   0.4   1 2.1 1  -  1 9.3 1   0.5

 MgO   2,6  4.2   0.1   4.5   -    0.1  -   0.喋   0,1

 Pbo   I  -   1  -   1    -    1  -   1   10.7   1  -   1 35.2  1  -   1    -

  KsO   (  ‐  1  ‐  1   0.2   1  ‐  1   0.1  ( 13.9 1 10.4 1 0.3 1   0.4

 NaaO     13.6    15.6      4.4      -      15。7      5.2    0,/   16.8      7.4

 棚 珪 酸 ガ ラ ス は,そ の 耐 水 性,耐 熱 性 が 大 きV・ の で,化 學 工 業 の 装 置 用 と し て 使 用 され,第1

表 に 示 し て あ る パ イ レ ツ ク ス は そ の 代 表 的 な ガ ラ ス で あ る.装 置 の 配 管,反 憲 塔,熱 交 換 器 な ど

に 使 用 され て い る の.ま た 配 管 用 の ガ ラ ス に は 焼 き を入fLる こ と が 盛 ん に 行 わ れ てV・ る4).超 パ

イ し・ツ ク ス ガ ラ ス と もv・ うべ き コ ー ニ ン グ の 耐 熱 ガ ラ スVycorは,第 二 次 大 職 中 か ら 實 用 化 さ

れ は じ め た.こ の ガ ラ ス の 製 造 方 法 の 概 略 は 次 の 通 りで あ る.SiO275,1320320, Na205%

附 近 の 組 成 の ガ ラ ス を熔 酬{,成 形 した 後,500～750℃ で 長 時 間 熱 塵 理 す る と,ガ ラ ス は か す か に

乳 濁 し て2相 匿 分 れ る.次v・ で こ れ を60㌔100℃ の 濃 臨 醜 こ浸 漬 す る と,可 溶 性 の 根 は 熔 出 し て,

Sio296%の 多 孔 質 の 骨 組 が 腱 る.こ れ を さ ら に 約1000℃ に 加 熱 し て 透 明 な 耐 熱 ガ ラ ス を つ く る.
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この ガ ラスは 石 英 ガ ラス の代 用 品 と し て 廣 く使 用 され てV・る6)な 滋,再 加 熱 前 の 多 孔 質 の ガ ラ

ス(Vycor-brand glass No.79300)は 吸 灘 材 料 と し て,ま た 編 菌 の 濾 過材 料 と して 注 目 に値

す る5).

 ガ ラス繊 維 は 職 前 す で に實 用化 し,我 國 に カV・て 竜現 在 無 アル カ リガ ラスの 長 繊 維 が 製 造 され

て い る.こ の製 品 は電 氣 維 縁 材 料,防 火 材,噺 熱 材 と して,そ の 需 要 が 増 大 しは で め てお りり,

ア メ リカで は ガ ラ ス繊維 を合 哉樹pL/Jflと組 合 せ て,そ れ ぞ れ の 輩膿 の長 所 を充分 に 生 か し た す ば ら

しv、新 製 品が 現 れ て きた8).牛 透 明 な 自動 車 の車 罷 も この 製 晶 の 一 っ で あ る.ま ナこ厚 さ0.02～

0.0006イ ン チ の ガ ラ スの リボ ンが コ{ニ ング 枇(Corning Code No.8871)に よつ て獲 表 され

てQJ%,こ の 製 晶は そ の誘 電 膿 と し て の 性 質 が 慶秀 で あ 夢,雲 母 の代 用 と し て使 用 され てV・る.,)。

 ガ ラス とv・え ば 砂 と ソー ダが な くて は 出來 激v・とv・うの が 常 識 で あ るが,最 近Sio2を 含 まな

い 新 しV・特殊 な 光 學 ガ ラスが 生jLて きた9).稀 土 類 元 素 の化 合物 を使 つ た ガ ラスが それ で あ り,

この種 の ガ ラスは その 屈 折 雍 が1.7以 上 で,し か 竜 恥 態が 比 較 的 小 さv・とv・う特 性 を もつ て 滋 り,

V・わ ゆ る明 るい レン ズが 市 場 に現 れ て きナこ.

 テ レ ビジ ョン用 の バ ル ブ をは じめ と し て 管球 ガ ラスの 獲 見 もみ の が し ては な らなV・1).大 型 の

もの で は製 品 の コス トカ よび 軍 量 を下 げ る黙 か らも,鉛 の入 つ てV・な い ガ ラ スが 問 題 に な つ てV・「

る.

 珍 しV・ガ ラス とし て は,感 光 性 ガ ラ スII),燐 酸 雛 ガ ラス12),電 導 性 ガ ラス13)な どが あ る.少 量

の金,鉗,銀 な どの 化 合物 を含 む ガ ラスは 急 冷 す ると 無 色透 明 で あ るが,こ れ に 陰 書 をか さね て

紫 外 線 を投 射 した後,軟 化 黒占附 近 で 短 時 間 撫 熱 す る と,あ た つた 紫外 線 の 強度 に 鷹 じて%¥し い 色

調 の像 が ガ ラ スに焼 付 け る こ とが 出來 る.燐 酸 盛 ガ ラスは 熱 線 吸 牧 用,紫 外線 殺 菌 ラ ン プ用,耐

弗 酸 性 ガ ラスで あ る.

 職 隠 中獲 蓬 しナこ泡 入Jガ ラ ー,はア メ.リカ でFoani glassの 名 で大 量 に 生 産 され てv・るia).こ

の 蜘111は 臨熱 材,保WRL材 と し て有 用 で あ る.ガ ラス製 轟 では な い が,断 熱 材 とV・ う黙 で は 耐 火 断

熱 煉 瓦15)や盗 胞 構 築 材 料is)な どは大 い に活 用 され て よV・もの で あ ろ う.

 耐 火 材 料

 最 近,各 種 の 耐 火 物 の製 造 技 術 は,ア メ リカの それ の 刺 戟 を うけ て,大V・G 達 しつNあ る.

た と え ば,最 密 充墳 をね らつ て,中 間 粒 子 の なv・不蓮 績 粒 度 配 合(Gap G・rading)が 現 場 で行

われ る よ うにな り,氣 孔 傘 の 小 さv・煉 瓦 が 製造 され は じめ九.こ の よ うな粒 度 配 合 を行 うと,威

形 の 際 の素 地 の作 業 性(Workability)が 減 少 し九 り,粒 慶 が分 離 し やす か つ 九 りす るの で,高

墜 成 形 を必 要 と し て くる.作 業 性 や,製 品 の機 械 的 強 度 を壌 撫 させ 旗 りす るた め には,原 料 調合

物 中の 氣 泡 を脱 氣(de-airing)す る こと も有 効 であ り,翼 室 高 墜 成 形法 や 翼 察 バ ル ミル な どが

使 用 され は じめ てい るr;).

 騨 基 性f=/lﾂiiの底 や 側 壁 に は,マ グ ネ シ ア ク リン カ ー,ド ロマ イ トク リン カ ー,マ グ ネ シ ア煉 瓦

む よび ク 」1ム煉 瓦 な どが 廣 く使 用 され る.マ グ ネ シ ア煉 瓦 は盤 基 性 煉 瓦 の代 表 と し て,ク ロム煉
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瓦 は 中性 煉 瓦 の 代 表 と し て,何 れ も化 學 的 抵 枕 性 に 沁V・て優 牙tてい るが,荷 軍軟 化 温 慶 が 低V・こ

とわ よび 愈熱 急 冷 の 抵 抗 性 が 弱V・とい う敏 黙 が あ る.こ の 黙 を改良 す る 属的 で,ク ロム鐵 鑛 に マ

グ ネ シ ア ク リ、ン カ ー 数配 し て製 造 す る クtsム マ グ ネシ ア煉 瓦が 襲 蓮 し,最 近 我 國 に む い て も各 祉

で この種 の 煉 瓦 の製 造 を行 つ てV・る1;).ま 喪 海 水 マ グ ネ シ アの 耐 火材 料 へ の 利 用 も盛 ん に なつ て

きナこ18).

 耐火 材 料 の 別 の製 造 法 と し て,原 料 を高温 度 で 熔 鰍 し液 艦 と なつ た もの を,耐 火 性 の鋳 型 に鋳

込 ん で 安 定 な 結 晶 をつ くる方 法 が 最 近 と くに獲 達 して きた.コ ル ハ ル トや モ ノ フ ラツ ク スな どは,

從 來 か ら よ く知 られ 喪 この 種 の 製Glri nで あ る.

 化 學 的 耐 久 性 を高 度 に 向士.させ る 蔭的 で,最 近 で は な るべ く純 粋 な 酸 化 物 を原 料 と して,結 晶

と結 贔 と の 聞 を うづ めて い る ガ ラ ス質 の 部 分 を 出來 るだ け 少 な くす る こ とが行 わ れ て い る.こ の

種 の 製 品 と し て は,ア ル ミナ,マ グ ネシ ア,ジ ル コニ ア,ト リア な どの電 銀1品が ある王9).ジ ル コ

ニ ア煉 瓦 や コル ハ ル ト ・ザ ツ クな ど を使 用 した ガ ラス ・タン ク窯 の講i命は非 常 に 長 く30撒 ケ 月 で

あ る と報 告 され てい る20).コ ル ハ ルr・ ザ ツ クはAl203-ZrO2系 の 耐火 物 で,概 略 の組.成 を示

す とSiO213, AI20354, ZrO・>30%で あ る21).

 モ ノ フ ラツ ク スは 高 鎌 土 質 の電 鋳 耐 火 物 で,モ ノフ ラツ ク、スHは βア ル ミナ の 結 贔 を主 成 分 と

し て い る.xの 改 良 品 と し てMHが 知 られ てお り,組 織 は60%β ア ル ミナ,38°oaア ル ミナ お

よび2i�ﾌ ガ ラ ス質 か ら成 つ てV・る.モ ノ フ ラツ ク スKは ア ル ミナ と ク ロマ イ トと を原料 と し て

つ くつ 旗 ス ピネ ル系 の 耐 火 物 で あ る`L°一).

 炭 素 煉 瓦 は 高 櫨 用 の櫨 材 と して,と くに猫 乙で は以 前 か ら使 罵 され て 沁 り,そ の 化 學 的 耐 久 性

が き わ め て 大 者 い こ とが 特 徴 で あ る23).

 耐火 物 の 組 成 と して は,ア ル カ リは 有 害 成 分 と され てV・るが,最 近 吉木 氏 等 の研 究24)に よつ て,

適 量 の ア ル カ リは 耐 火 物 の 績 合材 料 と し て 差 支 え な い ば か りで な く,む し ろ蓮 要 な 役 目を演 す る

こと が 確 認 され 牝.岩 基(Ma電rix)の ガ ラ ス を安 定 な組 威,た と えばNa20・Al203・2Sio2(Ne-

pheiite)に す る こ とに よつ て,耐 火物 の ス ポ ー リン グ抵 抗 お よび 耐 蝕性 を改 善 す る こ とが 出來 る.

 特 殊 耐 熱 材 料

 効 率 の 良V・,し か も コ ン パ ク トな ジ エ ツ ト ・エ ン ヂ ン を 製 造 す るた め紅 は,高i熱 に 耐 え る材

料 が必 要 で あ る.現 在 實 用 され てv・る ター ボ ・ジ.Gツ ト ・エ ンヂ ン各 部 の 温 度 に つ い ては,Nor-

ton恥 に よれ ば

     燃 焼 室 の 壁         200～650℃

     燃 嶢 室 よ りの 排 ガ ス                 825～1100℃

     タ ー ビ ン9ノ ズル お よび 鋼               540～980℃

     タ ー ビ ン 。バ ケ ツ ト                  540・v8200C

     畷 流 管    26G～540℃

     喰 流 ガ ス      430～820℃
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で あ る.作 動 ガ スの溜 度 を さ らに 上 昇 さ せ る こ とが 出穣 れ ば,sン ヂ ンの 効 率 は 向上 す る わ け で

あ るか ら,優 秀 な耐 熱 朽料 が 切 豊 され てV、る.ジ ヱ ツ ト ・エ ン ヂ ンの 材 料 は高 濫 度 の み で な くン

酸 化 状 態 に 竜 さ ら され るの で,金 鵬 材料 で は役 に 立 た な くな り,翻 熱 合 金 をこ代 つ て,サ ー メツ ト

(CerYnet)が 登 場 し て きた26).       .

 サ ド メツ トと は,セ ラ ミッ ク ス と金 属 との 粉 末 を混 合 し 九後,常 温 或 は熱 闇 で プvス 威 形 をな

し,通 當 な零 園氣 で加 熱L・焼 結 させ ナこもの で あ る.窯 業 製 品 と金 屡 との それ ぞ れ の 特 性 を 兼 ね

備 え旗 材 料 で あ り,1947年 頃 よ り各 種 の サ ー メツ トの 研 究 が盛 ん に 行 わ れ てV・る.酸 化 物 サ ー メ

ツ トと し ては,A1203, BeO, ZrO2, ThO2な どの 酸 化 物 をFe, Cv, Ni, Crな ど と組 合 せ

た もの が あ る?7).炭 化 物 サ ー メ ツ トとし て は,TicとCr, Fe, Co, Niな ど と組 合 せ≠こもの?fi),

ZrC准 ニ オ ビウ ム と組 合 せた 竜の,炭 化 棚 素B4cを 基 礎 とし 結 合 測 の 金 騒 にCo, Ni癒 ど を使

用 し牝 もの29)な どが あ る.

 サ ー メ ツ トの 性 質 の ヱ例 を示 す と,鐸 性 率 は常 温 で3.5×106k9/Cm黎,抗 張 張 度 は1.4×104

kg/cm2,線 膨 脹 係 数 は4・0×10-c程 度 で あ り,ス ポ ー リング抵 抗 も酸 化抵 抗 制 憂れ てU・る.も

つ と もサ{メ ツrの よ うな 複 合 材 料 の酸 化 や侵 蝕 の機 構 は 複N%.-i=1:であ り,多 くの 研 究 問 題 が 今後 に

残 され てV・る.

 耐 熱 材 料 と して は,金 属 の表 面 を酸 化 や腐 蝕 か ら保 護 す る 目的 の 耐熱 磁 琿 も箪 要 な材*至睡 あ る.

この 磁 郷 の具 備 し な け れ ば な らな い 條 件 と し て,(1)高 濫 度 に お い て耐 久 性 が 大 きV・こ と,(2)

素 地 に甥 す る融 麿 の密 着 力 が 大 きv・こと,(3)再 沸1(Reb◎il)の 起 らなv・こと,(4)漁 暦 の厚 さ

が 弓す い こと,(5)勲 衝 撃 お よび局 部 加 熱 に 耐 え る こ とな どが あ げ られ る.

 漁 藥 が 鋼 に謝 し て 良好 な密 着 性 を示す 池 め に は,鋼 その もの に も適 當 な組 成が あ る3。).第2表

に 良 好 な 鋼 の 組 成 の 例 を示 す 。

               第2表  ¢爾  (～)  `B,  」戎

  素 地 金 驕 i・Mn Pl・}・ ・INil・r・ ・ 騰 讐 羅 続)

、。、。lngotlroxxCold rolled steel O.0290.02306.050,0.330:0070090.0340.032二::1:0sO72750'L750端

Stainless steel is-8(type 302) 0,08  1.0  0。03 0.03 0.35  9.5  17.8  -  2550    528

 Stainless 25・20(type 310)   Q.25 2.0  0.G4 ⑪.04  i.50 19--BO24-一 一26  -  2550    AgS

     Inconel          10.08 i O.25 1 -  10.01510.25 178.5 114.0 10.2  12550)    42G

 軟 鋼 耐 熱 職 螂 は ア メ リ カ で1942年 よ 夢 ニ ツ ケ ル 。ク ロ ム 不 鋳 鋼 の 代 閉 晶 と し て 研 究 が 始 め ら れ

ナこも の で31>,こ の 勅 で は,普 通 の 下 融 ブ リツ トに 近 い 硬 軟2種 の 混 合 プ リツ1・pC, cら に 多 量 の

ア ル ミ ナ を ミ ル 添 加 物 と し て 加 え る.こ れ に 使 用 す る ブ リツ トNo.1, No.11の 組 成 を 第3表

に 示 す.

 不 鋳 鋼 を 素 地 と す る 場 合 に は,焼 成 温 度 を上 げ る こ と が 出 來 る の で,軟 化 温 度 の 高 い,從 つ て

酸 素 の 鑛 散 を 阻 止 す る 能 力 の 大 き な 融 を鋼 に 施 す こ と が 出 來 る.ビ ユ ー ロ ー ⑳オ ブ ◎ス タ ン ダ{
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           第5表 ブ リ ツ1・ の 組 威       ドが不J鋼 としで獲喪し弛耐

         }・ …}・ … 唄N・ ・33■ ・・…2C 熱 ・畷 化・{・ウ・を鐘 ・・

     SiOs       40,9       49。2       ss.0       73.3         含 有 ¶づ一る ブ リ ツ }・に ミノレ添 カロ

     ATsOs 7・7 7・7  }  6・6  として酸丁ヒ撒 は酸化ク。ム
     B2G3     17.5      17,4      6.5      9.1

     C。0  ﾟ.4  2.9  4.0  0.8  を加 え巽 墾ll}であ る.前 述 の フ

     K・0  4・5  4・5  }  0・7  リフ トN・.11も 不 銃 鋼 に適

     Na2()       15.3       15.2         -         6.7

       p  3.5  0,σ≦ .  一  用出來 る32)・

     NiO    O.5    0.7    -     一      第4表 に各 種 の 耐熱 磁 邸 の

     Coo   I   O.6   1   0.6   (   一    (   一           _                                   
ミル調 合 組 成,施 和 條件 な ど     M

nO;,>  i   1.2   i   1.4   1   -    1   -

     BaO    -     _    44.0    2.1    を略 述 し てお く.33).

     "/.nO   -   -   5.0   一    金 厩 モ リブ デ ン の 融 黙 は

   _SaeO  一  一  2・5 一  2620℃ で齢 めて譲1いが,酸

      ・・{・ ・…t・ ・…1・ ・…199.3 化 。賜 い繍 慨 るので,

               第塩衷 耐  熱  舷  卿  の  種  類

1素 地 }瓢 ・ル灘 組成)1施 系醗 成 }㈱ 高機 髄

   軟 鋼 板(N.B. S.,A-19)泥 漿・ 粒 度 は200 650℃
軟 ・ 彫 樗 ら ば 四 。 ト(N。 .1)50, .ツ シ_淺 温%  排 氣 管

鋼 警 逝 軟 鋼 ・ り・ ト(N。 .1・)50, 施 融 量,

耐 2剛 卦 な ら ば ア ル ・ ナ25
,轍 、・ ・n#卦X.3-一一1.5a./dm・,

熱 康 紫 含 有 彙 酉靴 ゴ バ ・・ ト ・.。, 颯 掛o.s-r.ヱ9/dm・,
蕪 CくO .」510 棚 灘0瓜,妖G (繊 後 の騨005～0.03mn,)

叢昼                                                     嶢成濃度, 840～870。C,

                           4分 構(ヱ8ゲージ軟 鋼).

特  18～8ス テンレス,   (N.B. S,, A-19H)  嶢減温度 900℃          870℃

1嵩25-… テ〃 ス ・ …(N・.・)・G・,撤 囎 脚 … 一・・…lnl繍 翫 熱脇

1耐 Hayness ste]lite,幽  酸 化 誠バル1・1.0,             タ ー ビン翼,

難lnconel,13astello・ 繰 ナ。器 粘土 ユoo,   (一酸牝炭素等の選元ガス,酸素,沃化鉛の鍵蝕に耐える)

f7;CrRAMAL(K-13S)(N・S, S・ ・A-479M)嶢 囎 製20α?  oso°c

12
A(蕊 磁 筑 濁;1謡13鴇 鰭10分(煉 纐 成ノ 好 ビ畷

響灘    畿誤 辮 響

!繕 悩 面 ン柵 恐 罰7翻)灘 難 浬 端騰,(  1540°G7漉時 間)
デ 金 鶴 ク ロ ム(200メ ッシ 媛i・成 後 慰 厚o.os～0.12mm

舞    袖嘉讐1臨 怨。.4

   これ を防 ぐた め に,適 當 な 下融 お よび 上 勅 が 研 寵 され鋤,第2表 に 示 す プ リツ トNo.331は 下=fil

   用,No.402 Cは 上融 用 で あ る.
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 特 殊 耐 酸 材 料

 耐 酸 材 料 と し ては 陶 器 や磁 器 も よ く使 用 され て い るが,こXで は ガ ラ ス ラ ィeン ク勲 に つ い ぐ

略述 す る こ とXす る.

 ア メ リカの ガ ラ ス ラ イ ニ ング融 の 分 析 植 を次 の 表 に 示す3�).

         第5褒 ガ ラ ス ラ イeン グ 紬 の 分 析fif.f(%)

  ・…1AI… 【・…B・ ・唄 ・…1{s・}…lM・ ・ﾟa(3…{M・ 沿 三

  63.42.36.06.2111.40.52.01.21.03.41.2

 砿 鎖鰍i藥 の 組 成 は 紬 の焼 成温 度,線 膨 脹 係獄 な どで 大 ▽・V制 限 を うけ るが,Co●, M葺02な ど

は 耐 酸 性 を下 げ る こ と な く,焼 成 濃 凌 を下 げ,か つ膨 脹 係 激 の許 容 下 限 を下 げ る作 用 をな す もの

で,有 効 な成 分 で あ る.表 か らわ か る よ うに,こ の 組 成 は 化 學 用 ガ ラスに 網 當 類 似 し て お り,こ

の 種 の紬 は 普 溢 の チ タeウ ム 霞勲 の よ うに施 犠 層吋了に 再 結 晶 した もの を含 ん で いす,完 全 ガ ラス

化 の被 覆 層 を形 成 して い る.

 最 近,紳 戸 製 鋼 の 蝕 郷 部 に おV、て も"紳 鋼 グ ラス ラ イeン グ"の 名聡 で各 種 の化 墨 工 麹 耕 幾器

を製 作 し てv・る.第6表 に 威 分 組 成 を,第7表 に耐 酸 試 験 の結 果 を7」:すsr,).

           第6表 グ ラ ス ラ イ 昌 ン グ の 組 成

 ㌦＼   成 分   ＼

-    SiOs卜A王203十Tio2  B203一 トアル カ リ  特 殊 成 分     色 構 子   ＼          
、

 ライニング用碗 子      73        23       4     ,11' 膏

    〃 67 25 8白

   第7表 耐 酸 試 瞼 結 果       耐 酸 材 料 と し ては,カ ーベ イ トも忘 れ て

備 子の搬50～60メ ッシユ,100°C,10%HCI) は な らなV・
.こ の材 料 は 鍼 棚 髄 炭 索 又

 試嚇 瞬1 ・ 6い  礁 錦。繊 し一c,叡L灘 瀬 的嬬 と

 溶解減蟻%  0.040 0.075 0.12 G.17   し た もの で,耐 蝕 性 と熱 簿 導 傘 の 良 い こと

                      に よつ て,管,バ ル ブ,ポ ン プ,熱 交 換R

な どの材 料 と して 騎 範 な 携 途 を見 餓 し てV・る:葦6).第8衷 に その 性 質 を示 す.

            第8表 力 榊 ベ イhの 特 性

    物 理 的 牲 質

                1構 澱 素質 不滲透鼻繍 質
    ∫占    捗ト   圭ヒ    =錘蛋                  1.76                  1。87

    ヨ冗  J   弓量  度  kg/cエu2               127                  7.G9

    而重 塵睦  琴猷  疲    〆/                  740                  7GO

    ヨ)七 折  弓蚤  度    〃                  3'!0                  340

    Yitfl5!1!  'IJ三  傘  kg/mm2            1960              1540

    戴脅 膨  IJIz 係  婁父             5.42≦くzo一6         4.17×ro-a

    聾契  傳  導  孟孝ミ  kcal/m.h.。C            4.5                     ヱ25

                  <Lo7)



    化學耐蝕性(A:安 定,C:不 安定)

       藥 qCin 名 睡 度%1温 度 ℃1耐 蝕 性

      灘  離 塞 窺1創 会
      硝 酸10～4060A

      硫 酸75～9680A

          〃         >96     -      C

      tirN)・性 ソ 戸 ダ  67-一一80  ユ25   A

      ア ン モ 儲 ア 水 全 沸 騰A

      ベ ン ゾPル   100   〃   A

      四 鞭 化 礎i棄100〃A

      モ ノクロルペン ゾール100〃A

 結 晶 の獲 達 し弛 黒 鉛 で は,炭 素 の 原 子 償 電 子4個 の うち3個 は,六 角 形 の環 を構 成 して お り,

残 りのユ 個 は 自由 電 子 とな つ て,金 屡 的 な性 質 を示 し てV、る.

 陶  磁  器

 陶磁 器 は電 氣材 料,耐 熱 材 料 お よび謝 酸 材 料 と し て も,そ の 用 途 は 廣V・.第9表 に 特 殊 磁 器 の

性 質 髪學 げ て お く17).

             第9表 樽 蘇 磁 器 の 性 質

              瞳 劉 緬 制'薪 ㍗ レ テア・・司 … 蘇
   上ヒ        重       2.3～2.5     3.9    2.0～2.2  米  2,5～2.6   3.6--3.9

   麟 溺 度 ・・/・m・ 2・・一… 5・・ 2・・一… 蟻,拠5。3・ ・一…

   抗 折 強 度1;g/・m・ ・… 一・・…1・ ・-62・・28・ ・一・… 灘188=55001000。3000-一 一66006000--1200。

   弓羅 r--F率10}6kg/cn12      0.7～0.8     2.3       0.9      0.9～1。2     0.9～1.3

  線撒 鰍 …(・・一・・醐 … 一… 5・1-… 1.1-一一・・5霧1:き=1:き ・～・

 熱傳導事0～100℃kca1/m.h.℃  1.5～ 工.9   16.8  0.8～1.2   1.2～2.4  0.8～1.】

絶繰抵抗(メ グオーム400～600℃) 200-300   700   300～500     -      _

   tanδ10}4 (50c/s)        170--250      -         200        25-30         ユ00

     e (50c/s)               -       4.5-一一3.4    5.0～5.5     5.5-一一6.5       8～9

 耐c,材 料 と し ては コ ・一デ ィ ラ イ ト磁i器(Cor(iiez・ite,2_MgO・2A1203・5SiO2)が あ り,熱 膨

脹 も小 さ く,優 秀 な 耐 熱 材 料 で あ るが,焼 成範 園が 鋏V・と激 う欲 鮎 が あ め,多 量 生 産 が難 し い.

 妬 器 に は,昔 か ら耐 酸 材 料 と し て知 られ 九 もの が 多v・,最 近 その 性 質 が 昔 の 竜の よ り遙 か に す

ぐ愛し, イ列え ば抗 弦…弓墨度533kg/cm2, 蹟 糸宿強彦鑓8160 kg/crR2, 熱 傳 導 零§3.9kcal/m.R.℃;, 線

膨 脹 係 数0.15×1創6,氣 孔 肇1.5%な どで あ る粉.

 合 成 鑛 物

 水 熱 合 成 法(HydroLhermal synthesis)そ の 他 の 方 法 に よつ て 天然 鑛 物 を合 威 法 に よつ て

製 造 す る こ とが 試 め られ て い る.例 え ば 野 田教 授 は 弗化 物 法 に よつ て震 母 を合 成 して お り,合 成

                   くzos'



雲 母 は 天 然 晶 に ま さ る性 質 を 竜つ てい る鋤.

 セ メ ン h

 ボ ル トラ ン ドセ メ ン トが セ メ ン トの代 喪 で あ る こ とは,現 在 に お い て も問 じで あ り,日 本 にお

V、て も,晶 質 の 良V・ボル トラ ン ドセ メン トが 多量 に 生 蘇 され てV・る.

 鐵 の 副 産 物 で あ る高 櫨 水津 をセ メ ン トと して利 用 す る こ とは,決 し て新 しV・こ とで は なV・が,

職 瞬 中 ドイ ツ をぱ じめ各 國 で盛 ん に研 駝 が 行 わ れ,各 種 の 水 澤 セ メン 杢が 出現 し九.第10表 に水

           第10表 水1宰 系 セ メ ン ト の 性 質

    酬 合 セ メ ン ト 粉末度 凝 給   強 さ(k9/Cln 2)

       Pこc・鯉 レ       抗 折 強 度 座 細 最度

   僻 揮,署 砕%始 糾 酬28・1・Fl「28/3
   A.95P.C.5 - 2.5 2.10 8.30 13.Sl29.9 4壬.8 7&6

   A,80  P.C.20   -   3.0  2.25  7.45  19.8  42.9  65.1 !46.9

    -  I P.C.  1 -  1 3.0 ( 7..00 14.44 144.O I 58.1 (203.7 133i.O

   A,851--51�I2.OI3.0516.20157.OI70.OI2351403

   B, 85      ～/       ノ/     1.9    2.35    7.53    3/.6    54.5   153    so>

   B。85  P.C.5   ゲ   0。6   -    一    一    一  3/5   550

    80    P.C.5    ×5    ⑪.3   1.0「～  3.45   82     95   4〕[6    539

      S°alithor    '     0.3    -     -    92    工0玉   450   583

    Gipsschlackeazemeat   O.4   -    -   7h    92  a2s   531

濠 系 の セ メ ン トの 性rr.ril示 すli).わ が 國 に お い て もlh内 教 授v>,小 野 田 セ メ ン トの 潤 中 氏 等 の 研

究 が あ る3D).

 以 上,簡 輩 で は あ る が,窯 業 製 品 の 最 近 の 進 歩 に つV・ て,そ の 一 端 を 紹 介 し た.
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